
 

                    

 

 

 

 

冬季オリンピックから環境問題を考える 
校長 松浦  勤  

立春を過ぎたとはいえ、まだまだ、厳しい寒さが続いております。彰風園の風景には、どこか春

を待つような気配が感じられます。「二月は逃げる。」といわれるように、今月は短く、瞬く間に過

ぎ去っていく時期でもあります。三年生はいよいよ都立・私立高等学校の一次試験という大きな節

目を迎えます。また、全校生徒にとっても一年間の学習の締めくくりとなる学年末考査が控えてい

ます。それぞれの目標に向かって、最後まで学習の成果をしっかり発揮してほしいと思います。春

の足音をすぐそこに感じながら、一歩ずつ着実に前に進んでいきましょう。 

さて、２月６日よりイタリアでミラノ・コルティナ冬季オリンピックが開幕されています。白銀

の世界で限界に挑むアスリートの姿は、私たちに大きな勇気を与えてくれます。私自身、学生時代

にはスキーブームに乗って銀世界を楽しんでいたことがあり、この季節になると当時の懐かしい光

景を思い出します。 

しかし今、この「冬の祭典」そのものが、存続の危機に立たされていることをご存じでしょう

か。カナダのウォータールー大学が2022年に発表した論文によると「温室効果ガスの排出がこの

まま進んだ場合、今世紀末に冬季五輪を安定して開催できる都市は、過去の開催地 21か所のう

ち、世界でたった一箇所。それは日本の「札幌」だけになる。」と予測されています。かつての開催

地であるシャモニー（フランス）やリレハンメル（ノルウェー）でさえ、将来は雪不足で競技が困

難になると言われています。札幌が候補に残るのは、日本の地理的条件によるものですが、それは

決して「日本だけは安心」という意味ではありません。世界から「冬のスポーツ」という文化が失

われようとしている、深刻な警告なのです。 
  

今回のミラノ・コルティナ大会は、SDGsの達成を運営の中心に据えています。特に以下の3つの目

標は、冬季五輪の存続に直結する重要な取り組みです。 

  

中学生の皆さんが大人になり、今のトップアスリートと同じ世代の子どもを持つ頃、冬の景色は

どうなっているでしょうか。テレビで観戦する一つひとつの競技の裏側にある「雪」や「氷」とい

う環境。それを守るために、今の私たちが選ぶべき行動は何か。この冬、華やかな祭典を楽しみな

がら、ぜひ自分なりの答えを探してみてください。次のページにチェックリストがありますので、

今の自分にできることを確認してみてください。 

 

目標13：気候変動に具体的な対策を                                                              

会場の 80%以上に既存施設を利用。新たな建設を最小限に留めCO2排出を徹底的に抑えています。 

目標12：つくる責任 つかう責任                                                              

選手村を大会後に学生寮として使用するなど、「作って終わり」にしない資源循環をモデルケースとして示し

ています。                                        

目標17：パートナーシップで目標を達成しよう                                                            

世界中のアスリートや観客が、環境意識を共有する「プラットフォーム」としての国境を越えた協力を呼びか

けます。 

         伊興中だより        
                            

                             校長 

赤田 博正 
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【Level 1】家の中でできる「エネルギー・デザイン」 

[   ] 1. 温度のコントロール： 暖房に頼りすぎず、重ね着やブランケットを賢く使った。 

[   ] 2. ５分短縮の挑戦： シャワーの時間をいつもより短く（目安はマイナス 5分！）済ませた。 

[   ] 3. コンセント・ハンター： 使っていない家電のプラグを抜く、または主電源を切った。 

[   ] 4. 家族へのシェア： 「2080年の札幌」の話を、夕食の時などに家族に話した。 

【Level 2】外での行動「サステナブル・チョイス」 

[   ] 5. 相棒はマイボトル： ペットボトルを買わずに、マイボトルを持ち歩いた。 

[   ] 6. 完食の達成： 給食や食事を残さず食べ、食品ロス（ゴミ処理のCO2）を減らした。 

[   ] 7. 地元のパワー： 買い物中、地元産（地産地消）のマークがついた食べ物を選んだ。 

[   ] 8. 徒歩・自転車の選択： 近所への移動は、車を使わずに歩くか自転車を選んだ。 

【Level 3】未来を創る「思考のアップデート」 

[   ] 9.  ラベルの裏側を見る： 商品を買うとき、どこで・どう作られたかを確認してみた。 

[   ] 10. お気に入りを長く： 流行に流されず、今持っているものを手入れして大切に使った。 

 
生徒の活躍 

足立区連合書初め展（1/19（月）～1/26（月）ギャラクシティ） 
 金賞 ２年 Tさん  

 銀賞 ３年 Iさん ３年 Sさん ２年 Tさん １年 Kさん 

 

  第２３回足立区ジュニアバドミントン大会 

   男子ダブルス 優勝 Kさん・Ａさん  準優勝 Ｓさん・Ｓさん 

   女子ダブルス 優勝 Ｍさん・Ｎさん 

  第１回城北オープン中学生バドミントンミックスダブルス大会  

第３位 Ｋさん・Ｍさん 

足立区中学校茶道部合同発表会 （２月７日 桜花亭（花畑記念庭園）） 

   

３学年進路 都立高校推薦入試速報                     

３学年主任  

2 月 2 日（月）、都立高校推薦入試の合格発表がありました。昨今は Web での発表のため、各々の

ChromebookやPCで、各自で発表を確認しました。11月には保護者・地域の皆様のお力を借りて面

接練習会を行わせていただき、おかげさまで例年以上の好結果となりました。ありがとうございました。 

学年では面接指導や練習だけでなく、集団討論の練習や小論文・作文の作成練習を行ってきました。受

検した都立高校によって試験内容は様々なため、自己 PR タイムの対策や面接練習など、生徒たちは意

欲的に取り組んでいました。現在は都立一般入試に向けて、準備を進めています。今後ともよろしくお願

いいたします。 

 



  

  

 

 

１月・２月の行事 

足立区中学校バスケットボール部 新人大会（女子）【都大会出場】（港区立白金の丘学園） 
1/18（日) １回戦 伊興中 （91）-（25）成立学園中・東京朝鮮中 

1/25（日） ２回戦 伊興中 （49）-（66）江戸川区立小松川二中               

    

 
第５９回 東京都中学生 アンサンブルコンテスト （1/25（日）府中の森芸術劇場） 
 金賞 代表（都大会） 

足立区立伊興中学校吹奏楽部＜管楽五重奏＞ 

Ｋさん Ｏさん Ｓさん・Ｔさん・Ｋさん、Ｍさん 

   

  

 

     

1/16・1/17  作品展                1/17 開かれた学校づくり協議会     1/27 生徒朝礼 

1年魚沼産コシヒカリ       生徒会との交流会 

      
1/29 ７組小中交流会        1/30 新入生保護者説明会      2/3 オンライン全校集会 

                                   （インフルエンザ流行のため） 



 

 

 

 

 

 

2/13（金） １・２年生性教育⑤⑥ 3/2（月） 都立一次合格発表 

2/16（月） あだちからの日 E-SATJ（１・２年）到達度テスト（１・２年） 

2/17（火） 専門委員会 3/3（火） 全校集会 安全指導 

2/18（水） 区中研一斉部会・４時間授業 3/4（水） ３年生性教育 

2/20（金） 7組校外学習 3/5（木） 専門委員会  

2/21（土） 都立一次検査日  3/10（火） 避難訓練 都立二次検査日 

2/24（火） 生徒朝礼 3/12（木） 合唱コンクール 

2/26（木）・27（金） 学年末考査・給食あり 3/13（金） 都立二次合格発表日 

 

頑張れ！受験生！ 

3/17（火） 生徒朝礼 卒業式予行 

3/18（水） 卒業式前日準備（４時間授業） 

3/19（木） 卒業式 （給食無し） 

3/23（月） １・２年保護者会（５時間授業） 

3/24（火） あだちからの日 

3/25（水） 修了式 離任式 （給食無し） 

２月・３月の予定 

学校生活アンケート結果（１０月分・２月分）のまとめ 

 


